
前期生徒会の役員と生徒会担当の池田慶宗先生（右端）

くにさきケアセンターたんぽぽでの発表

登山道は、地域の皆さんがボランティアで草刈りなどを行いきれ
いに整備されていました

伊美小児童の歌舞伎に歓声12月
6日

　12月６日（木）、伊美小学校の５年生児童13人が、地元の介
護老人保健施設「大樹」と「くにさきケアセンターたんぽぽ」
を訪れ、国見歌舞伎「白浪五人男」を披露しました。
　同校では、地域の伝統芸能を学んでもらおうと、毎年、５
年生が歌舞伎に取り組んでおり、今年で11年目。11月の学校
地域ふれあい交流会と今回の施設訪問での発表に向けて、10
月中旬から総合学習の時間に、国見歌舞伎保存会の益田八重
子さんと信原英治さんの指導で練習を重ねてきました。
　児童たちが入所者や利用者を前に、日頃の練習の成果を発
揮すると、会場からは大きな掛け声と拍手が送られました。

ケーブルテレビでおなじみの「ちょるちょる体操」がリニューアル11月
29日

　11月29日（木）、健やかサロン「健やかスポンジテニスクラブ（一
井喜美子代表・安岐町）」のメンバー７人に出演していただき、安岐
保健センターで「ちょるちょる体操」のケーブルテレビ撮影が行われ
ました。
　市では、簡単にできる体操で介護予防に取り組んでもらおうと、
ちょるちょる体操を作り、平成22年からケーブルテレビで１日２回
（７時・15時）の放送を行っています。番組は市職員が出演してい
ましたが、約３年が経過したためにリニューアルを企画したところ、

日頃から健康づくり活動に取り組んでいる同クラブの皆さんの協力をいただくことができました。この日は、寒さの
厳しい日でしたが、そろいの半そでシャツに身を包み、２台のテレビカメラを前にリハーサルを含め４回の体操を行
い、無事に撮影が終了しました。皆さんご協力ありがとうございました。

寒さに負けず、桜の花を夢見て植樹祭 12月
9日

　千年以上前に田深川流域の谷が「桜吹雪く谷」と呼ばれていた
という伝説を復活させようと、12月９日（日）、弥生のムラで、
夢咲き桜の会（藤本加代子会長）主催の植樹祭が行われました。
地元の子どもたちや、豊崎地区、上国崎地区の皆さん、くにさき
企業会、くにさきロータリークラブなどから約150人が参加し、
河津桜約30本を弥生のムラ周辺に植樹しました。
　植樹した桜は、国東市出身で東京都在住の日野隆さんが、昨年
の300本に続いて、今回は400本を会へ寄贈したもので、残りは
豊崎地区や上国崎地区で植樹されました。
　雪がちらつく中の植樹祭となりましたが、参加者は用意された温かいだんご汁と、桜の花びらの塩漬けをのせた
「夢咲き桜まんじゅう」で冷えた身体を温めました。

国東半島駅伝で16年ぶりの栄冠 11月
18日

　11月18日（日）、第40回記念国東半島駅伝競走大会が開
催され、国東市・東国東郡が16年ぶり16回目の総合優勝を
果たしました。
　大会には、宇佐市、豊後高田市、国東市・東国東郡、杵築
市、速見郡から２チームずつ計10チームが出場。宇佐市を
スタート、日出町をフィニッシュとする９区間、61.1㎞の
コースで２チームの総合タイムで競いました。
　国東市・東国東郡は、３区間で区間賞を獲得するなど、
チーム一丸となりたすきをつないだ結果、41秒差で惜しく
も優勝を逃した前回大会の雪辱を果たしました。

安岐中１年生が森林体験に汗 12月
7日

　地域の自然や文化財を見つめなおしてもらおうと、12月７日
（金）、南安岐地区公民館（中野昭純館長）主催の「森林体験学習」
が行われ、安岐中学校の１年生80人が参加しました。
　生徒は９班に分かれて、地元の南安岐地区活性化協議会（会長・
高橋正行区長）や老人クラブ役員などの20人が案内役の一日先生
となり、同地区の妙見山（標高210メートル）の山頂を目指しまし
た。途中少し険しい道でしたが、登山道にある植物や石造の説明を
受けながら40分ほどで山頂に着きました。山頂では、同校の校舎
や空港が見渡せる眺めに、生徒からは感動の声が上がりました。

小原の安全　見守ります 12月
19日

　12月19日（水）、国東町の小原地区公民館に、「小原地域見守りボラ
ンティア」看板と青色門灯が設置されました。これは、公民館を「見守
り活動の拠点」としてもらおうと、国東警察署が設置したもので、ほか
にもベストや帽子、懐中電灯が贈られました。
　同地区では、地域の皆さんやPTA会員などで構成する「小原小学校
見守りボランティア（宗義彦会長・35人）」の会員が、登下校時に通学
路に立ち、声かけをするなど児童たちの安全確保に協力しています。
　宗会長は「子どもの数の減少や高齢化などで、メンバーの確保が難しくなりつつありますが、小学生がいない家庭
も含め地域が一体となり、この公民館を拠点に活動していきたいです」。山下徹校長は「下校時は少人数になる場合
があるので、大人の目が光る見守りボランティアはとてもありがたいです」と話しました。

「CM大賞取るぞー」国高生が力作12月
15日

　OAB大分朝日放送の番組「大分ふるさとCM大賞」に出品
するCMを、今年も国東高校の生徒が制作しました。30秒の手
作りCMでふるさとの魅力を発信するもので、今回は、前期生
徒会の役員５人が国東市をPRしました。
　12月15日（土）、台本づくりや撮影イメージを事前に準備し
て臨んだ撮影では、佐藤直也前期会長が監督となり、他のメン
バーも出演や音声、照明などさまざまな役割をこなしながら、
空港や道の駅などで撮影を進めていきました。後日、市ケーブ

ルテレビ職員の指導を受けながら編集作業も生徒の手で行いました。
　なお、できあがったCMは、２月３日（日）に大分市のパークプレイス大分で、来場者を対象に一般審査が行われ
る予定です。

指導する菅さん（右から２人目）

イタリア料理で心もホッコリ（国東高校JRC）11月
29日

　11月29日（木）、大分県食育推進会議（辻野功会長）
が現地視察研修で国東高校を訪れ、同校JRCの皆さん
がイタリア料理を振る舞いました。
　視察では、JRCの活動発表や、食の安全や環境への
配慮など農業生産工程の管理基準「JGAP」の認証を取
得した園芸ビジネス科の農場見学が行われました。
　続いて、大分市のイタリア料理店オーナーシェフの菅
恵美子さんを講師に、JRCの１・２年生34人が地元の
太刀魚や鯛、同校のキウイなど県産品を使ったイタリア
料理に挑戦しました。グループに分かれて調理を進めな

がら、前菜から順に隣室で待つ推進会議委員のもとへ運び、料理の説明をしてもてなしました。
　試食をした委員の一人は「笑顔とともにおいしいイタリアンで心も温まりました」と感想を話しました。
指導した菅さんは「食材が良く、生徒も頑張ったので、おしゃれでおいしいイタリアンが作れました」と
話していました。
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